




当研究分班の分担した研究課題は,巾が広く現在の母子保健システムのあらゆる分野を抱

括していかなければならない。従って多くの研究協力者が各々の専門分野について担当し

た訳であるが,個々の研究の分析,評価のみに終わらせず,総合的にわが国の母子保健シス

テムを見直していくためには,専門的かつ客観的な評価が必要であると考えた。そこで,母

性保健の立場から,自治医科大学附属病院松本清先生,小児保健の立場から,愛育研究所 宮

崎 叶先生,心理学的立場から聖心女子大学 岡 宏子先生に,評価委員をお願いした。3 氏

はこの骨の折れる仕事を快く承諾してくださり,昭和 59 年 3 月 10 日に行った「昭和 58 年

度研究報告会」に出席頂いた。そして多くの助言と,今後研究を続けていく上での励ましを

頂いた。この貴重な助言は「講評」としてまとめて頂き,本書に掲載することができた。紙

面を借り,3 氏に深謝の意を表するとともに,今後ともご指導を仰げることを嘱望する。 


